
資料１ 

管理運営分科会の進め方 

分科会の論点 第１回 第２回 第３回 

 １ 地域制自然公園の管理運営の基本的考え方 
・ 国立公園が提供するサービスは何か。国民（将来

世代含む）、公園利用者、地域社会に対してどの

ようなサービスを提供すべきか。また、サービス

提供に伴うコストは誰が負担すべきか。 
・ 地域制である国立公園の管理運営とは何か。国、

地方公共団体、民間、NGO、土地所有者等が責
任を持つ範囲はそれぞれどこまでなのか。 

・ 管理運営にかかる費用負担の

あり方案の提示 

２ 多様な主体の参画を得た公園管理のあり方 
・ 地域社会や公園利用者に加え、地域内外の多様な

主体の参画を得ていくためにはどのような仕組

みが必要か。 
・ 多様な主体による取り組みの効果を検証する仕

組みが必要であるが、科学的視点に立った評価を

行う際にはどのようなことに留意する必要があ

るか。 

・ 国立公園が提供するサービス 
 
・ 国立公園の管理運営の方向 
 
・ 管理運営にかかる費用（サービ

スの対価）の負担のあり方 
 

→ 資料１―１ ・ 具体的な体制案の提示 
 
◆ 事例紹介 
羽山委員（丹沢の計画策定手法）

高橋委員（阿蘇の草原再生） 

３ 地域社会の健全な維持・発展に配慮した公園の

管理運営のあり方 
・ 健全な地域社会の維持・発展は、地域制自然公園

の管理運営にとって重要であり、公園の管理運営

においてどのような配慮が必要か。 

 
・ 各地の取り組み事例 
・ 何が障害となっているか、成功

している地域は何が要因か 

４ 周辺地域との連携・協働のあり方 
・ 公園外を含めた周辺地域との連携・協働による施

策の実施が必要となるが、具体的にはどのような

方策が考えられるか。 

 

・ 周辺地域との連携の事例等 

・ 分科会報告案の提示 
・ その他留意事項 
 
◆ 話題提供 
九里委員（企業 CSR） 
竹田委員（NPOの参加等） 

 


